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オフプレミスのMicrosoftクライアント

Microsoftインフラストラクチャポートリファレンスを
使用した Expressway

展開接続とポートについて

• Microsoftインフラストラクチャ要素間のトランク接続は表示されません。

• Microsoftクライアントからクライアントへのコールに必要なメディア/シグナリング接続
は示されていません。

• Microsoftのポート範囲は、ここに示すものとは異なる場合があります。インフラストラク
チャに定義されているポート範囲を確認するには、Microsoftのドキュメントを確認してく
ださい。
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• Cisco Unified Communications Managerとコラボレーションエンドポイントの接続は図示し
ていません（わかりやすくするため）。MRA接続でそれらの例を確認できます。

• DMZには 2つの TURNサーバーがあるため、複数のメディアパスが可能です。「任意」
の送信元 IPアドレスがリストされています。これは、ICEネゴシエーションにより、メ
ディアパスがTURNサーバーの1つによって提供されるリレーアドレス、またはファイア
ウォール/NATの出力側からの再帰アドレスを使用することを意味する可能性があるため
です。

• Gateway ExpresswayのMicrosoft相互運用性サービスには、メディアポートの共有プール
があります（デフォルトは 56000～ 57000）。サービスは、TCPまたはUDPトランスポー
トのいずれかのメディア接続に、範囲内の任意のポートを使用できます。

• Expressway-Eで 1つまたは 2つの NICが有効になっている可能性があるため、図には
Expressway-Eの 2つの IPアドレスが示されています。（Gateway ExpresswayのMicrosoft
相互運用性設定で）TURNサーバー用に入力したアドレスは、3478（TCPおよび UDP）
でリッスンする必要があります。

表 1 : SIPシグナリングポートリファレンス

宛先ポート宛先IPプロトコル送信元ポート送信元IP目的

5061Lync FEサー
バー

TLS25000～ 29999Gateway
Expressway

Lync環境への
SIPシグナリ
ング

65072Gateway
Expressway：
MS相互運用
性 B2BUA

TLSエフェメラル

ポート（1024
～ 65535）

Lync FEサー
バー

Lync環境から
の SIPシグナ
リング

5061Microsoft EdgeMTLS5061Microsoftクラ
イアント

SIPシグナリ
ング

5061Microsoftクラ
イアント

MTLS5061Microsoft EdgeSIPシグナリ
ング

443Microsoft EdgeTLS443Microsoftクラ
イアント

SIP/TLSおよ
び TCP TURN

443Microsoftクラ
イアント

TLS443Microsoft EdgeSIP/TLSおよ
び TCP TURN

3478Microsoft EdgeUDP3478Microsoftクラ
イアント

STUN

3478Microsoftクラ
イアント

UDP3478Microsoft EdgeSTUN
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宛先ポート宛先IPプロトコル送信元ポート送信元IP目的

Lyncクライア
ントメディア

ポート

Lyncクライア
ント

UDP56000～ 57000Gateway
Expressway

AVメディア
からオンプレ

ミスのLyncク
ライアントへ

56000～ 57000Gateway
Expressway

TCP443Lyncクライア
ント

オンプレミス

のLyncクライ
アントからの

画面共有

エンドポイン

トメディア

ポート

展開によって

異なります。

ブリッジ、エ

ンドポイン

ト、または

SIPプロキシ

UDP56000～ 57000Gateway
Expressway

Microsoft相互
運用性B2BUA
からオンプレ

ミスのシスコ

コラボレー

ション受信者

へのメディア

UDP 3478

TCP 3478

（大規模シス

テムの場合は

3478～ 3483）

Expressway-E
TURNサー
バー

UDPまたは
TCP

56000～ 57000Gateway
Expressway

Gateway
Expresswayか
ら
Expressway-E
TURNサー
バーへの ICE
ネゴシエー

ションおよび

TURNリクエ
スト

50000～ 59999
（Edge範囲）
またはクライ

アントメディ

アポート

MSクライア
ントまたは

Edgeからの任
意（再帰また

はリレー）

UDP24000～ 29999Expressway-E
TURNサー
バー

UDP TURNメ
ディアリレー

50000～ 59999
（Edge範囲）
またはクライ

アントメディ

アポート

MSクライア
ントまたは

Edgeからの任
意（再帰また

はリレー）

TCP24000～ 29999Expressway-E
TURNサー
バー

TCP TURNメ
ディアリレー
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


